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平成２８年度 

郡上市議会意見交換会（議会報告会）実施報告書 

 

 

総  務  班 

 

○郡上市結婚相談員  平成２８年６月８日（水）10：00～12：03 

 

○株式会社郡上ネット 平成２８年６月８日（水）15：10～16：35 

 

○水上精榮氏     平成２８年６月２１日（火）13：02～14：53 

 

○郡上市市民協働センター運営委員会 

    平成２８年６月２１日（火）15：10～16：40 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年２月 

 

郡 上 市 議 会 
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意見交換会（議会報告会）実施報告書 

班  名 総務班 

開催日時 平成２８年６月８日（水）１０：００ ～ １２：０３   

開催場所 本庁舎４階 委員会室 

交流先名 郡上市結婚相談員 参加者数    ６ 人 

 

出席議員 

 

森喜人・田代はつ江・美谷添生・渡辺友三・古川文雄・三島一貴 

 

 

   実 

 

 

   施 

 

 

   内 

 

 

   容 

 

 

意見交換 

・市役所の独身者の情報がほしい。 

・いろんな情報がほしい。 

・婚活・結婚相談は市全体で取り組んでほしい。 

・お互いの結婚観を出し合う企画をしたらカップルができたように話し合う

場の設定が必要。 

・婚活まではしたくないという人もいる。（恥ずかしい） 

・男性は晩婚化しても、相手の女性は若い方が良いと考えている。 

・女性が晩婚化のため、出生数が少なくなる。 

・独身の市職員の名簿を出すにも個人情報の関係やプライベートのことが 

あって難しい。 

・同じ地域の相談員には相談したくない。 

・地元の相談所へは行きにくい。 

・相談員として力を付けていくためには、時間がかかるのが現状である。 
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意見交換会（議会報告会）実施報告書 

班  名 総務班 

開催日時 平成２８年６月８日（水）１５：１０ ～ １６：３５   

開催場所 本庁舎４階 委員会室 

交流先名 (株)郡上ネット 参加者数    ５ 人 

 

出席議員 

 

森喜人・田代はつ江・美谷添生・渡辺友三・古川文雄・三島一貴 

 

 

   実 

 

 

   施 

 

 

   内 

 

 

   容 

 

 

意見交換 

・平成 24 年からの資料で、ＴＶ加入者が３年間で 230 件減少している。イ

ンターネットの解約は 361 件あるが、上位回線への切り替えにより収入は

それほど下がっていない。 

・郡上市が一丸となって、ＣＡＴＶが面白いということをやっていかないと

明るい未来はない。 

・八幡と白鳥はＮＴＴの光化が進んでいる。光化の契約をしてから解約でき

る 24 カ月が経過する時期を見込んで、11 月頃からキャンペーンを始めた

い。市内全域を網羅するＣＡＴＶの光化を真剣に考えないといけない。 

・下呂市は全域、高山市は市内を除く全域が光化にしている。郡上ケーブル

テレビは 13 年経過しており、平成 30 年に更新しなければならないが、そ

の時に光化ということもある。 

・同軸ケーブル自体は日本で作らなくなってきている。現在のところは２社

が製造しているが、割高になってくると考えられる。 

・現在は幹線を光ケーブルで、引き込みを同軸ケーブルにしている。全てを

光化にすると 15 億円から 20 億円かかる見通しである。一年をかけて方向

を出していきたい。 

・自主防災設備や防災センター機器の更新時期が平成 30 年であり、１億

7,000 万円かかり、光化にする場合の試算はしていないが、およそ倍は掛

かると思われる。 

・今後の収入増のためには、情報を郡上市外へ向けることが必要であり、白

山ユネスコエコパークの７市村が連携し、海外に発信すれば間接的にお客

さんが入ってくる。現在は白山市の「あさがおＴＶ」の 1カ所のみにとど

まっている。白山にヒントがあると思う。ＣＡＴＶ連盟は東海地方の集ま

りで、北陸との付き合いが意外と少ないので、今後北陸からの誘致が可能

と考えるが現在のスタッフ数では極めて厳しい。 
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 ・光化整備事業となると、毎年高鷲から順番に整備していくと美並まで 7

年かかる。一斉整備となると大変。 

・議会活動をもっと放映したい。視察も同行可能なので、収録には２週間前

に連絡をいただきたい。サブチャンネルならすぐに番組に入れられるが、

メインチャンネルとなると番組を入れ替えなければならない。トピックス

については、八幡はＩＮＧが収録したものを買って使っているが、全域に

係わるときは八幡町内でもＣＡＴＶで対応する。 

・広告料については、１週間流して営利だと１万円、非営利だと 5,000 円と

している。郡上市全域なので、ＩＮＧより高くなっているが、利用を増や

すために金額の見直しも考えていく必要がある。 
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意見交換会（議会報告会）実施報告書 

班  名 総務班 

開催日時 平成２８年６月２１日（火）１３：０２ ～ １４：５３   

開催場所 大和庁舎２階 ２０１号室 

交流先名 水上精榮 参加者数    １ 人 

 

出席議員 

 

森喜人・田代はつ江・美谷添生・渡辺友三・古川文雄・三島一貴 

 

 

   実 

 

 

   施 

 

 

   内 

 

 

   容 

 

 

講演の趣旨説明 

 ユネスコエコパークは、「自然と人の調和と共生」を図る国際的な認定地

域である。 

 富山・石川・福井・岐阜の４県７市村にまたがる白山ユネスコエコパーク

は、1980 年にユネスコに登録されました。2016 年３月には、人々が自然環

境と調和した暮らしを営む移行地域をエリアに追加する拡張登録が認めら

れました。 

 白山には、白山信仰の歴史や多様な高山植物、山村文化などの魅力的な資

源が多くあります。また、平成 29 年には開山 1300 年の記念すべき節目を迎

えようとしています。今回の登録決定を契機に、これからも環白山地域がま

すます連携を深め、新たな魅力を作り出し、世界に発信し、持続可能な地域

づくりを進めていきたい。 

 

意見交換 

・郡上全域の環境を守ることは、世界に発信しながら、市民一丸の取り組み

が望まれる。郡上市全体の指定とはなっていないが、10 年後に向けて要

望し、可能性を探って行きたい。オオサンショウオや石徹白大杉などは大

事であり、鮎についても一緒にやるといい。文化の中心であった長滝や石

徹白の復興ができると、世界に発信できる。 

・ユネスコ白山郡上エコパーク研究会で、三馬場から学芸員の方に来てもら

い、白山の寺と神社の歴史の話を聞きたい。 

・高速道路の郡上市の入り口に白山エコパークの看板を設置してほしい。教

育委員会では、学校の環境活動として白山ユネスコパークを広げていくと

のことだった。高鷲の小中学生から大学生まで環境の発表をしてもらって

いる。そうすると家族も関心を寄せる。人材の育成が重要である。長良川

世界農業遺産も白山ユネスコエコパークも同じテーマである。 

・郡上かるたには、10 枚も白山に関するものがあり、市民の関心も大きい。 
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・経済に結びつけることも重要である。ロゴマークを作って商品の付加価値

を付けると多少高くても売れるのではないか。修験道の復活などオリジナ

ルなものを考えていきたい。 

・白山神社は市内各地にあり、神仏習合、自然信仰である。 

・地方創生として最も重要なことは、他にまねをされない地域独自の文化を

世界に発信することである。白山文化と自然の素晴らしさを誇れる我々に

なって行くことが重要である。   
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意見交換会（議会報告会）実施報告書 

班  名 総務班 

開催日時 平成２８年６月２１日（火）１５：１０ ～ １６：４０   

開催場所 本庁舎４階 委員会室 

交流先名 郡上市市民協働センター運営委員会 参加者数    ６ 人 

 

出席議員 

 

森喜人・田代はつ江・美谷添生・渡辺友三・古川文雄・三島一貴 

 

 

   実 

 

 

   施 

 

 

   内 

 

 

   容 

 

 

・未来会議交流会では、第２次総合計画を策定するにあたって、いろんな意

見を聞く場を作った。担当を協働センターが務めた。未来会議はこれでい

ったん閉じることとなる。６月 26 日にはＯＦＦ会議を開催する。 

・各自治会からの提案について、審査を市民協働センターで受け持ってもい

い。 

・単年度予算のため、継続事業がやりにくい。臨時職員の単価についてもス

キルが上がったら単価を上げてやりたいが、現実的には困難である。短期

間で辞められてしまう。 

・可児市や関市は、指定管理で行っており、ＮＰＯ法人などの市民活動団体

が運営していると思う。指定管理料を調べることは難しいが、ぎりぎりで

やっていると思う。 

・提案型事業については、３年が限度であり、助成が終わり次第事業も終わ

ってしまう。市として必要な事業であると判断すれば、予算付けして継続

することもいいのではないか。 

・地域協議会と自治会の役割をどのようにするかが重要、地域協議会に補助

金を出す行政は少なくない。 

・和良町では、熊本大学の先生を招き、テーマを決めて楽しい集落つくりに

取組んでいる。蛍を楽しんでもらえる地域つくり。協議会でも検討を進め

ているが、自治会長は任期２年で継続性がなく、検討が必要。 

・年度が終わるたびにゼロからスタートしているように感ずる。 

 

 


